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６
月 17 日、一般社団法人日本

自閉症協会第７回総会が、こ

れまでと違った形で行われました。

今年度初めての試みとして、議案説

明会と総会を分離しての実施でし

た。新型コロナウイルス感染拡大の

中で全国から東京に集まることはで

きないため、事前に送付された議案

書・委任状・正面表決の形がとられ

ました。6 月 14 日には議案説明会

として、パソコンやスマートフォン

を使った Zoom というインターネッ

ト会議アプリによって行われまし

た。これには 35 団体が参加しまし

た。議案は youtube 動画にても流さ

れ、Zoom ができない人にも内容が

伝えられました。私もこの Zoom 会

議に参加しましたが、質疑応答もス

ムーズに行うことができて、とても

便利なツールであることが驚きでし

た。Zoom は講演会やセミナーにも

十分使えると思いました。総会は

17 日 18 時から本部事務所で少人数

により行われました。全加盟団体（51

団体）からの委任状の提出があり、

総会は無事成立し、議決については

全会一致のご承認で可決したとの報

告がありました。奈良県自閉症協会

でも、最近、一堂に集まることが難

しくなってきています。メーリング

リストだけでなく、パソコンやス

マホでできる Zoom を利用したミー

ティング等を積極的に行っていきた

いと考えています。

みなさまのご協力をお願いします。

　（河村）

一般社団法人日本自閉症協会第７回総会無事終了

2020 年 6 月 18 日 

加盟団体代表者 各位 

一般社団法人日本自閉症協会 

会 長 市川 宏伸 

全国大会あり方検討委員会の設置及

び委員募集について 日頃より、日

本自閉症協会の活動にご理解ご協力

いただき、誠にありがとうございま

す。 先日 5 月 30 日に開催された

第 22 回理事会におきまして、「全

国大会あり方検討委員会」の設置 

が承認され、昨日の第 7 回総会で

報告されました。これまでの多くの

先達者や各地域の皆様のご 尽力で

当協会が創立してから 25 回の全国

大会を全国各地で開催されてきたこ

とに心より感謝申し上げます。近

年、時流のなかで、全国大会の開催

について見直しが必要となってきて

おります。 そこで、石井啓全国大

会担当理事を委員長とした本委員会

を設置し、加盟団体のみなさまの意

見 を踏襲しながら、これからの全

国大会が状況に合った形で継続して

開催できる方法を検討することとな

りました。 つきましては、下記を

ご確認いただき、ぜひ委員としての

ご参加をご検討くださいますようお 

願い申し上げます。 

記 

1. 全国大会あり方検討委員会 設置

目的 現在の自閉症を取り巻く社会

状況や加盟団体の状況を鑑みなが

ら、全国大会を開催する目的や内容

および運営方法や開催方法について

議論し今後の全国大会開催の方向性

を提案する。

 2. 委員会での検討事項 全国大会

の開催目的の確認および開催方法の

考案、開催にあたっての実行体制の

整備 

3. スケジュール（予定） 第 1 回委

員会 7 月以降年内を目途にキック

オフとして、集合対面による開催。 

第 2 回委員会以降 web 会議やメー

ルにより討議する。 常任理事会へ

報告 年度内を目指す。

4. 委員募集について 対象：

加盟団体役員 

募集締切： 7 月 3 日（金） 

5. お問い合わせ先・連絡先 

事務局 大岡千恵子

 TEL：03-3545-3380

 E-mail：ooka@autism.or.jp 以上

あり方検討委員会
委員募集について
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やまゆり園の虐待調査、
コロナに乗じて闇に ?　
神奈川県の中止宣言に

疑問の声

　新型コロナウイルス禍が続く中、

障害者施設の虐待調査がうやむやに

されようとしている。4 年前に大量

殺傷の舞台となり、昨年秋に新たに

虐待の疑いが浮上した神奈川県立

「津久井やまゆり園」（相模原市）。

県が 5 月 18 日に突然、虐待に関す

る検証の中止を表明し、関係者に疑

問の声が広がっている。植松聖死刑

囚（30）の裁判の判決では、植松死

刑囚が「重度障害者は不要な存在」

と考えることにつながった背景とし

て、職員による入所者への不適切な

ふるまいなどがあったと指摘。事件

の教訓を福祉の現場で生かすために

も、実態解明が求められている。 

県「中間報告で検証終了」　理由明

かさず　津久井やまゆり園は、県が

社会福祉法人かながわ共同会に運営

を委託している。事件後、利用者は

横浜市港南区芹が谷にある仮園舎を

中心に複数の施設などに分かれて暮

らしている。ところが、昨年秋、入

所者に対して不適切な支援が行われ

ていたと情報が寄せられたことか

ら、県が今年 1月、第三者の有識者

による検証委員会（委員長・佐藤彰

一国学院大学教授）を設置。3 人の

委員が園の個人記録や会議録などを

精査し、5 月 14 日、中間報告書を

県に提出した。報告書は、要件を満

たさない身体拘束や長時間の居室施

錠などの実態を挙げ、長期にわたる

「虐待」の疑いを指摘。県に対して

も「設置者としての役割意識が不十

分」と改善を求めていた。3 月議会

では、検証委員会を広げた形で部会

を立ち上げ、対象を県立施設全体に

広げることになっていた。ところが

5 月 18 日の県議会厚生常任委員会

で、県側が「津久井やまゆり園の検

証は中間報告をもって終了」「最終

報告は作成しない」と説明。検証委

員には事前にこの方針は伝えられて

おらず、佐藤委員長は「新型コロナ

ウイルスの影響で延期になっていた

園職員のヒアリングを実施するつも

りだったので驚いた。県の意図が分

からない」と戸惑いを見せる。記者

が鳥井健二・利用者支援検証担当課

長に「検証中止」の理由を尋ねると、

しばらく沈黙した後、「……議会で

答弁した以上のことは答えられませ

ん。調査は法人に任せている。今後

は前向きな議論をしていく」と繰り

返すばかり。意思決定のプロセスも

「部内で検討した結果」と明言を避

けた。検証委員会に依頼しておいて、

なぜ途中ではしごを外すのか？　聞

けば聞くほど、なぞは深まる。神奈

川県に提出された津久井やまゆり園

利用者支援検証委員会の中間報告。

「虐待の疑いが極めて強い行為が、

長期間にわたって行われていた」な

どと指摘している。

専門家「虐待防止法の趣旨に反する」

　神奈川県の対応について、厚生労

働省の元障害者虐待防止専門官の曽

根直樹・日本社会福祉事業大学准教

授（障害福祉）は「虐待の疑いがあ

れば、行政が適切に権限を行使する

ことが法で義務づけられており、事

実確認をするのが当たり前。これで

調査を終わらせるなら虐待防止法の

趣旨に明らかに反する」と疑問を表

明。「そもそも県立施設なのだから

県が設置責任者として調査すべき立

場。なぜ途中でやめるのか理由が分

からない。過去の事実に向き合えな

いのは隠蔽（いんぺい）と同じ。い

つかまた虐待が起きることにつなが

る」と指摘する。国内 94 の障害者

団体が加盟する NPO 法人 DPI 日本会

議の平野みどり議長は「当事者を置

き去りにしたまま、周りが虐待の検

証を頓挫させることはあってはなら

ない。検証委員の 3人は実績があり

信頼できる人たち。虐待は微妙な

ケースも多いだけに、法人任せでは

なく外部による徹底的な原因究明と

再発防止策は不可欠だ。事件の教訓

を生かし、障害者権利条約の批准国

として恥ずかしくない福祉を実現さ

せるために、知事はリーダーシップ

を発揮すべきではないか」と話す。

親が望むのは虐待がない施設

　知的障害者の親でつくる、全国手

をつなぐ育成会の久保厚子会長は

「親が望むのは、我が子が安心して

暮らせるように差別や虐待がない施

設であること」と話す。入所施設の

運営にも関わる久保会長は、職場環

境が植松聖死刑囚のゆがんだ思想の

形成に影響を及ぼしたと感じるとい

う。「検証を途中でやめるのは、臭

いものにフタをすること。そこを見

直すことなしに意思決定支援には進

めないはず。虐待や不適切な支援を

正当化していないか、二度と事件を

起こさないためにも、県職員、運営

法人、障害者に関わるすべての人が

考え、改めていかなければならない」

と訴える。

　かながわ共同会の指定管理を巡っ

ては、昨年末から期間の短縮を求め

る知事と県議会の一部議員が対立。

県議会厚生常任委員会でも一部議員

が、知事の肝いりで設置した検証委

員会を批判してきた。全国の障害者

作業所でつくる「きょうされん」の

藤井克徳専務理事は、「入所者が蚊

帳の外に置かれたまま、検証が政争

の具になっているのではないか。調

査が中途半端なまま先に進むことは

ありえず、第三者に検証してもらい、

一旦うみを出し切るべきだ。事件の

背景が分からないまま裁判は終わっ
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てしまった。だからこそ、社会で考

え続ける必要があり、支援現場の検

証はその端緒となるはずだ」と話す。

支援現場で起きた事件　管理者は認

識を全国の知的障害者施設の管理者

でつくる日本知的障害者福祉協会の

井上博会長は、検証委員会の中間報

告書を読んで、「支援現場では、身

体拘束や居室施錠が漫然と行われて

いたのではないか。強度行動障害の

人でも、問題行動の理由を探り、不

安を取り除くことで行動制限は必要

なくなる。支援のスキルを磨き、一

人一人に向き合っていたのか、法人

は自らを調査する必要があるし、第

三者による検証も続けるべきだ。事

件が職員によって起こされたという

事実を、われわれ入所施設の管理者

は、重く受け止める必要がある」と

施設側の自省を促している。

　津久井やまゆり園の支援の問題に

ついては、知的障害者の団体「ピー

プルファーストジャパン」も 2月に

メンバーら約 450 人が県庁を訪れ、

黒岩祐治知事に調査の要望書を提出

している。神奈川県は事件後、再発

防止と共生社会の実現を目指すとし

て「ともに生きる社会かながわ憲章」

を制定。黒岩知事は「利用者目線の

福祉」を掲げている。

※以上 （上東麻子　毎日新聞 2020

年 6 月 18 日より )

クラスターとの闘い
　障害者施設見真学園の

５２日
あの日、一変した日常　
自分が倒れたら回らない

2020/6/15

 

 拡声器を握り、成人棟に向かって

声を掛ける見真学園の男性職員。手

を振り返す利用者もいる（撮影・高

橋洋史）

　「１組さん、おはよう。おお、み

んな元気そうじゃね」。拡声器を通

して快活な声が響く。広島市佐伯区

にある知的障害者の入所施設「見真

学園」。施設責任者の男性職員（４７）

は今も毎朝、利用者と担当職員の様

子を見て回る。ただし、建物内には

入らない。「万が一」を警戒し、屋

外から言葉を交わす。

【グラフ】見真学園の感染者数の推

移

　４月１３日、利用者と職員計７人

の新型コロナウイルス感染が発覚

し、学園の日常は一変した。園内の

感染者は増え続け、５８人にまで膨

らんだ。障害が重く、入院という環

境の変化に耐えられない人もいる。

軽症者は園内にとどまり、未知なる

感染症と闘ってきた。

　最後まで療養を続けていた利用者

４人の陰性が確認されたのは、今月

３日。クラスター（感染者集団）は

収束し、学園には笑い声と穏やかな

時間が戻ってきた。医師や行政も「通

常生活に戻っていい」と太鼓判を押

す。「ここまで来られた。本当にう

れしい」。男性職員は、手を振り返

す利用者の姿に目を細める。

　「それでも、あんな体験をしたら

慎重にならざるを得ない」と男性職

員は言う。園は自粛生活を、まだ続

けている。利用者は陽性になった時

期も踏まえて居住エリアを分け、互

いに行き来せずに過ごす。「なぜっ

て、ここは一時、本当に戦場みたい

だったんです」

▽感染一気　急変に恐怖

　見真学園は緑豊かな山の手にあ

る。成人棟と児童棟に分かれ、知的

障害のある７７人が暮らす。敷地内

には食堂や作業棟、イチゴ栽培のハ

ウスもある。１９６７年の開園から

５０余年、障害者の生活の場として

地域に根付いてきた。新型コロナウ

イルスの集団感染は、その成人棟を

襲った。

　４月１２日朝。異変に気付いた男

性職員（３７）は、血の気が引い

た。担当クラスの複数人が発熱して

いる。保健センターやかかりつけ医、

休日当番医に電話で相談を重ね、中

区の市立舟入市民病院に６人を運ん

だ。「インフルエンザなら、と願っ

たんですが…」。翌１３日、全員の

陽性が判明した。

　その日すぐ、区保健センター長の

富安真紀子医師（４７）が園に駆け

付けた。残る利用者や職員のウイル

ス検査をするためだ。他区の医師の

力も借り、たった２日で計１０９人

を調べた。

【ダイジェスト】新型コロナウイル

ス感染拡大　危機の中の中国地方

■電話鳴り続く

　飛沫（ひまつ）が散ることを踏ま

え、検査は屋外で行った。白いガウ

ンを着た医師らに囲まれて動揺する

利用者たち。職員が体を押さえない
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と、検体を採取できない。「収束ま

で長期戦になる」。富安医師はそう

感じたという。

　検査の結果、陽性者は一気に４０

人に膨らんだ。「信じられなかった」。

施設責任者の男性職員（４７）は言

う。新型コロナの対策には万全を期

してきたからだ。買い物訓練などの

学外活動を全て見送り、保護者の面

会も断った。「なのに、針の穴から

ウイルスの侵入を許してしまった」

　落ち込んでいる暇はなかった。

１４日にクラスター発生が公表され

ると、事務所の電話が鳴りやまなく

なった。「広島中、みんな怒っとる

ぞ」「責任を取れ」。大声を出す人

も、無言電話もあった。「真摯（し

んし）に応じよう。不安を与えてし

まったのだから」。ベテランの男性

職員（７０）と２人で、受話器を握

り続けた。それから数日間、電話は

深夜にも鳴り響いた。

　同時に、利用者をケアする現場

は、極度の緊張に包まれていた。感

染者が一人、また一人と発症し、症

状が進む。いつ急変するか分からな

い。そんな恐怖と隣り合わせだった。

職員は全員、自宅に戻らず、園内の

寮や管理棟の空き部屋に泊まり込ん

だ。車中泊を続けたメンバーもいた。

　ある男性職員（３２）も「ギリギ

リの状態だった」と明かす。自らも

陽性となったが熱やせきはなく、園

にとどまりケアに当たった。目の前

にはぐったりした利用者がいた。熱

がぐんぐん上がり、息遣いも荒い。

なのに簡単に入院させることもでき

ない。環境が変わると不安定になり、

暴れたり、自傷行為に走ったりしか

ねない。目を離せず、夜は交代で利

用者の部屋に泊まり込んだ。

■「本当に壮絶」

　救いは「いつでも電話を」と、臨

戦態勢を敷いてくれた医療者たち。

実際、舟入市民病院の医師の携帯電

話を何度も鳴らした。救急車を呼ぶ

日もあれば、夜中に車を走らせ、利

用者を病院に運んだこともあった。

　別の男性職員（６０）は「発生後

の１、２週間は本当に壮絶でした」

と振り返る。この職員も感染が判明。

味覚、嗅覚の異常やせきがあったが、

入院しようとは思いもしなかったと

いう。「言葉にできずとも入所者に

は意思がある。心の機微が分かる私

たちがケアするしかない、と思って

いた」

　それでも同僚が体調を崩して入院

すると、心は折れそうになった。「自

分が倒れたら回らない。もう駄目か

もしれない」。そんな思いが幾度も

よぎった。　

◇陽性者が初めて確認された４月

１３日から、全員陰性になるまでの

５２日間。学園はクラスターをどう

乗り越えたのか。関係者の取材を基

に闘いの日々をたどる。

（田中美千子）

関連記事「広島県内、感染１００

人超す　３市でクラスター」（４月

１５日）

関連記事「中国５県の感染２００人

に　クラスターが拍車」（４月１９

日）

2020 年度事業計画
および予算について 

加盟団体の皆様へ   

会長　市川　宏伸

　新型コロナウイルスの感染拡大を

防止のため、政府から緊急事態宣言

が 4月に発令され、解除はされたも

のの、当協会のみならず多くの加盟

団体、関係団体でも、活動を縮小、

変更あるいは中止等を余儀なくされ

ています。当協会の 2020 年度事業

について、財政的にも従来と同じ方

法の活動を継続することは難しく、

活動を見直し、新しい活動の方法を

考えるべきだとして常任理事会でも

検討してきました。

会員減少

　会員確保とは、各加盟団体の会員

が増えることです。それを援助する

観点から、本部としては、加盟団体

役員連絡会で各加盟団体の活動を紹

介しあうことを行なったり、各地で

の講演会にも講師を派遣するなど、

協力してきました。「いとしご」に

ついても各地の情報やご家族の様子

を伝える内容を増やしました。しか

し、それらだけでは情報量やスピー

ド、ひろがり、費用の面からも限界

があります。各加盟団体の力もさま

ざまでその地域の協会だけでは担え

ないところもあります。新たな取り

組みが必要だと思います。そこで、

本部主導で、ネットを使って、地域

の協会と協力して講演会を開催した

り、地域を超え同じ悩みを持つ親同

士のネット交流会などが考えられま

す。具体的な展開はこれからです

が、理事さんにもご協力をお願いし

ます。

予算

　2020 年度の事業計画、予算につ

いては新型コロナの状況を折りこん

でいません。今後の状況により補正
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が必要となった際はあらためてお諮

りしたいと思います。総会旅費とい

う名称で別途会費を徴収しています

が、今年の総会は ZOOM による方法

のため、その分の旅費はいりません。

しかし、この旅費は加盟団体役員連

絡会の旅費にも当てています。加盟

団体役員連絡会については、従来ど

おり実施の予定ですので、本年の会

費徴収は従来どおりとし、来年度の

予算で検討します。

全国大会など　残念ながら、第 26

回全国大会（山梨大会）は中止とな

りましたが、2 年後の 27 回全国大

会（佐賀大会）に向けての準備を始

めます。佐賀大会の次の開催地につ

いても決めることが必要になりま

す。前回に、ブロック単位で持ち回

りにすることになっていますが、地

域の実情に合わないところがあり、

もう一度、全国大会のあり方につい

ての委員会を設けて検討を行ってい

きたいと思います。今後の活動につ

いて、皆様にもご意見をいただきな

がらすすめていきたいと考えていま

す。引き続きよろしくお願いいたし

ます。　　    

以上

一般社団法人日本自閉症
協会 2020 年度事業計画

　自閉症スペクトラム障害の人達に

対する福祉の増進及び社会参加の促

進を図り、広く社会に貢献すること

を目的に、定款に定める次の事業を

推進する。

1．相談事業　

2．調査・研究事業　

3．理解・啓発事業　

4．施策への提言と改善推進　

5．支援者・成年後見人等の育成　

6．研究会・講演会　

7．出版及び物品販売事業　

8．保険業　

9．関連組織の育成援助

10．諸団体との提携・協力

11．国際交流

12．その他本協会の目的を達成する

ために必要な事業

各事業の推進に当たっては、以下を

重点として取組む。

①各種委員会の再編成を行い、各事

業の遂行および新たに推進すべき事

項などに対処し得る様に整備する。

②経済効率および情報化の観点か

ら、メールおよびインターネットな

どを活用した委員会活動の中で、よ

り良い成果を得るよう推進すること

とする。

③各種事業を通じて自閉症の当事者

およびその家族・兄弟姉妹からの要

望などにも留意し情報を収集するこ

とに努める。

④新たに起きる諸問題に対して、迅

速に対応し得る体制を整えていく。

⑤各事業の推進にあたり、支援団体

等より助成金を獲得しつつ自閉症の

人々の福祉の増進に一層努めるもの

とする。

⑥事業活動を推進するため、会員加

入促進を積極的に進める。

⑦助成金や公告宣伝費等による収入

を増加し、事業の多様化および活発

化を図る。

事　業（定款に従って記述）

1．相談事業

　本事業は、会員だけでなく自閉症

スペクトラム障害の本人やその家族

等の支援のために、支援者も含めた

相談に関する事業を行う。東京築地

の協会事務所で行う専門・一般・家

族相談員による相談事業を協会事務

局が運営を担当する。

1）専門相談、一般相談、家族相談

員による相談事業

　自閉症スペクトラム障害の本人や

その家族等の支援のために、自閉症

を専門とする臨床心理士、（社会福

祉士）及び家族相談員を配置して電

話又は面接による相談を行う。

2）協会事務局が関係機関の助成を

得て全国加盟団体と連携（委託）し

展開する相談事業助成が内定した時

点で連携の地区協会に通知し、地区

協会の活動を円滑化する。

（1）在宅心身障害児療育研修事業

（社福全国心身障害児福祉財団の助

成事業）

　①保護者研修会‥家庭における自

閉症児の療育や、生活援助に役立つ

知識および技術習得のために専門家

による講義・実技指導等の研修を行

う。

　②福祉相談事業‥在宅の自閉症児

と保護者ために、医師・心理判定員

などの専門家による相談や療育指導

及び福祉サービスの利用方法の相談

等に関する事業を行う。

（2）在宅重度障害児集団療育事業（社

福全国心身障害児福祉財団の助成事

業）

①集団療育キャンプ事業‥在宅

の重度の自閉症児と保護者の日常生

活の技術向上の為に、医師などの専

門家が宿泊を共にし、保護者に対し

ては日常生活の指導方法や訓練技術
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などの指導等を行うと共に、自閉症

児に対しては日常生活における基本

的動作の指導及び機能訓練などを行

う。

（3）治療教育相談等事業（公益財団

法人 JKA 補助事業）

① ASD のある人の地域生活を豊

かにする学習相談会‥自閉症児・者

とその家族が地域社会の中でともに

生活できるようにするために、保護

者に直接専門の医師や教育者が療育

指導を行い、又、自閉症児・者を診

ながら療育の相談やアドバイスをす

る相談事業を行う。

② ASD のある人とその家族のた

めの集団キャンプ事業‥自閉症児・

者とその家族が地域社会の中でとも

に生活できるスキルを獲得するため

に、集団生活ができるよう、又、家

族の参加により日常生活に般化でき

るよう医師等の専門家により適切な

指導のもとに、集団指導キャンプ事

業（1泊 2日）を行う。

2・調査・研究事業

　自閉症スペクトラム障害者と家族

支援のために調査・研究に取り組む。

○日本自閉症協会専門相談での相談

についての研究調査　○自閉症関す

る基礎的な情報集約、活用のための

基礎調査

3・理解・啓発事業

1）出版

　「いとしご」「いとしご別軌の刊行

（1）機関紙「いとしご」の刊行

　自閉症に関する国内外の療育・教

育・就労・制度等の情報を、家庭、

行政、専門家、支援者、教育関係者、

報道機関等に幅広く提供することに

より、自閉症に対する正しい理解を

促進し、各分野の支援の質の向上を

図る。

（2）「かがやき」（「いとしご別冊」）

の刊行

　自閉症児・者の療育に関する専門

的情報を治療・教育に携わる教師、

施設職員、治療・相談機関関係者、

保護者等に伝えるために、指導誌と

して発刊されていたものを、タイム

リーな話題を提供するために、「か

がやき」（「いとしご別冊」）として

随時を作成し領布する。

2）情報発信

・ホームページの運営

　自閉症スペクトラム障害に関する

情報や当協会の情報を随時発信する

ために、当協会のホームページを運

営する。ホームページの目的を再確

認すると共に、内容の充実、運営体

制の強化に取組むと共に、各加盟団

体の支援の検討・試行を行う。

・即時性、相互性を深める情報発信

の構築

3）「世界自閉症啓発デー」イベント

　国連が定めた毎年 4月 2日の「世

界自閉症啓発デー」に合わせ、自閉

症スペクトラム障害について、広く

国民の理解を得るための啓発活動を

行う。

・全国各地での理解啓発の取り組み

を支える。（情報提供など）

・啓発シンポジュウム（厚生労働省

との共同主催）と、東京タワーブルー

ライトアップ（厚生労働省）をシン

ボルイベントとして継続強化する。

・発達障害啓発週間を意識し、同関

係団体との協同を進める。

・国連が定めた 3 月 21 日の世界ダ

ウン症の日との連携を進める。

・海外の自閉症関係団体との連携を

進める。

4）災害対策の推進

　自閉症児者への災害発生時の適切

な対応や支援体制の必要性につい

て、理解が進むよう周知を図る。

5）自閉症児者の余暇支援と活動機

会の拡大のため、自閉症児者の日常

生活に結びついた芸術活動や適した

スポーツの推進を図る。

4．施策への提言と改善推進

　障害者全般及び自閉症スペクトラ

ム障害等の発達障害者の地域での豊

かな生活のために、主に国レベルの

制度の創設や改革・改善に取り組む。

障害者権利条約に基づく諸制度の改

革を前提とした、福祉・教育・災害

対策等、広い範囲にわたっての法制

定・改正、予算要求、助成、等に関

係省庁に提言や改善の働きかけを行

う。

5．支援者・成年後見人等の育成

1）支援者の育成

　　発達障害児者への高度な支援を

担う人材を養成していくために、関

係団体と協力して取り組む。

2）成年後見制度改革への取り組み

　成年後見制度利用について情報を

収集し、利用者の立場から検討を行

う。

6．研究会・講演会事業

　全国大会の開催準備

全国各地での自閉症スペクトラムの

理解啓発推進のため、全国大会を行

う。2020 年度は山梨県にて開催予

定だったが新型コロナウイルス感染

拡大の状況から中止。

7．出版及び物品販売事業

　調査・研究に伴う出版及び物品の

販売事業を行う。

　収益事業としての出版や物品販売

について必要に応じて検討する。

8．保険事業

　当事業は平成 11（1999）年 6月 1

日に自閉症児者の為の互助会事業と

して、病気またはケガによる入院諸

費用負担の軽減を図る ASJ 互助会保

障と、本人の傷害（ケガ）による通院・

入院・死亡・後遺症の補償と他人へ

の損害賠償補償による AIU 普通傷害

保険を合わせて、「自閉症児・者の

ための総合保障」としてスタートし

た。

　平成 26（2014）年の 4 月からは、
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一般社団法人　日本自閉症協会への

移行と同時に厚労省所管の認可特定

保険業 ASJ 保険となり、後年社名変

更した AIG 損保の普通傷害保険と合

わせ名称を「自閉症スペクトラムの

ための総合保障」と変更し、ASJ 総

合保障と略称している。令和 2年度

（2020 年度）からは AIG 損保の普通

傷害保険に弁護士費用等補償を加え

る改定を行い補償範囲を強化した。

これまでの実績を踏襲し、着実な運

営を行っていく事を基本方針として

いる。

9．関連組織の育成援助

　加盟団体の連携強化

1）加盟団体役員連絡会の開催

　加盟団体相互の情報交換や課題検

討のため、当協会加盟団体が集まり、

役員連絡会を開催する。全国各地域

の質的・量的活動強化のために、全

国役員連絡会を重要な情報提供の場

とするとともに、全国各地域の状況

や課題把握や情報交換の場として活

用する。

2）加盟団体への情報提供

　全国的な活動の展開や地域の活動

を支援するため、インターネット有

効活用する。

10．諸団体との連携・協力

　自閉症スペクトラム障害をとりま

く環境をよりよくするために、関係

団体との連携を密にして、施策の提

言や改善推進を行う。

1）関係団体との連携強化

2）発達障害支援センターとの連携

　発達障害支援法が改正され、各地

で自立支援協議会が発達障害支援セ

ンターを核として進むことが予想さ

れることから、各地の同支援セン

ターとの連携を密にする。

3）多分野にわたる連携の推進

　共生社会の進展にともない自閉症

スペクトラム者の課題がさまざまな

領域に拡大していることから、福祉、

教育、幼児療育等に加え、司法、ひ

きこもり、いじめ、大学生、結婚生

活や障害年金などの分野で活動して

いる団体や個人との連携を進める。

11．国際交流

　諸外国の自閉症関連団体などとの

情報交換を積極的に行い、先進的な

情報を得るとともに、日本の自閉症

支援の情報も発信し、自閉症スペク

トラム障害を取り巻く環境の改善に

つなげる。

1）諸外国の自閉症関連団体との情

報交換

2）対応能力の向上

3）ASEAN を中心とする運動団体と

の交流促進

ASEAN を中心とする運動団体である

アジア太平洋障害者センター（APCD）

主催のアセアン自閉症スポーツ大会

への参加を検討する。

12．日本自閉症会の在り方や活動の

方向性の検討

当協会の発展のために当協会が担う

べき役割や、活動について中長期的

な視点で検討する。

令和２年４月１７日 

厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部 橋本 泰宏 部長様 

一般社団法人 日本自閉症協会 

会長 市川 宏伸 

一般社団法人 日本自閉

支援者協会 会長 松上 利男 

強度行動障害医療研究会 呼びかけ

人代表 市川 宏伸 

新型コロナウイルス感染症に関する

要望 

厚生労働省におかれては、新型

コロナウイルス感染症への対応につ

いて国民の生命の安 全を守る先頭

に立って様々な取り組みをしていた

だき、感謝申し上げます。 私たちは、

障害福祉や医療の現場で、円滑なコ

ミュニケーションが苦手な知的・発

達障害 者の支援に当たっている者、

家族等が所属する団体です。 連日

の厚労省の会見や報道等で、感染が

確認された後の治療が困難になって

いる状況を ふまえ、私たちは自分

たちの現場で対応できることを迅速

に進めたいと考えております。 そ

の際に下記の点について貴省におい

て対応をしていただけますと大変助

かりますので、 どうぞご検討のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

記

１ グループホームを含む入所系の

重度の障害者が感染した場合、自宅

や施設で隔離の上 で養生となるこ

とが多いと思われるので、その際の

支援職員や家族等への防護服の提 

供、PCR 検査の優先、酸素（ボンベ、

マスク、モニター）の提供等（＊）

について、 配慮してほしい。（＊）

状況の変化により現場ニーズの高い

ものを随時情報提供する。

新型コロナウイルス
感染症に関する要望書
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令和２年５月６日 

厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部 橋本 泰宏 部長様 

一般社団法人 日本自閉症協会

 会長 市川 宏伸 

一般社団法人 日本自閉症

支援者協会 会長 松上 利男 

Covid-19 による障害者施設壊滅危

機への早急な援助要望 厚生労働省

におかれては、新型コロナウイルス

感染症への対応について国民の生命

の安全を 守る先頭に立って様々な

取り組みをしていただき、感謝申し

上げます。 私たちは、障害福祉や

医療の現場で、円滑なコミュニケー

ションが苦手な知的・発達障害者の 

支援に当たっている者、家族等が所

属する団体です。 連日の厚労省の

会見や報道等で、感染が確認された

後の治療が困難になっている状況を

ふまえ、私たちは自分たちの現場で

対応できることを迅速に進めたいと

考えております。 その際に、4 月 

17 日に要望させていただきました

点に加えて、下記の点についても対

応をして いただけますと大変助か

りますので、どうぞご検討のほど、

よろしくお願いいたします。

 記 

１ 施設支援の現状 もともと福祉施

設における医療リソースは極めて乏

しく、何名かの看護スタッフと福

祉スタッフ が頑張るしかありませ

ん。また、特に知的障害を伴う入所

施設においては、利用者はウィルス

の 意味を理解することが困難な者

も多く、マスクの装着は難しく、手

洗いも介助者がいなければ困 難な

例も少なくありません。多くの施設

はウィルスを防ぐため外出・外泊・

面会禁止です。最近の 千葉や広島

における罹患状況を勘案すれば、一

厚生労働省への要望書
 ２ 重度の知的・発達障害者が人工

呼吸器を必要とする状態になって入

院をせざるを得な い場合、医療関

係者と当事者の間のコミュニケー

ション支援を行う必要性が非常に高 

くなることから、適切な人材（たと

えば、重度訪問介護事業所の職員な

ど。当事者の 特性を良く理解して

いる者）の活用について検討してほ

しい。

 以上

度ウィルスが侵入すれば、ロックダ

ウン状態に なり、クルーズ船と同

様な状態になることが危惧されま

す。最悪の場合は、利用者は保護者

に会 えないままになってしまうで

しょう。このような中で、以下のよ

うなニーズがあるとの声が、施設職

員から寄せられています。

 ・感染予防のための物資やマンパ

ワーが不足 予防のための医療器具

も乏しく、対応するスタッフがウィ

ルスを持ち込まないように気を付け

る しかありません。ウィルスが何

らかの理由で侵入すれば、蔓延を防

ぐための手段は限られています。マ

スク、手袋、防御衣は限られており、

医療行為に不慣れなスタッフが対応

することにより、 スタッフの罹患も

考えなくてはなりません。物資やマ

ンパワーについて、外部からの支援

が必要と なっています。 

・感染者が出た場合の対応への不安 

利用者が罹患しても、「治療に協力

的でない」との理由で、医療施設へ

の入院は難しいと思わ れます。こ

の段階では、医療の専門家の介入、

支援（施設への医療スタッフの派遣、

入院施設への施設スタッフ等の派遣

などの柔軟な対応）が必要になりま

す。障害があってもできる限り治療 

をお願いしたい。対応するスタッフ

はウィルス罹患の可能性があり、子

どものいる自宅には帰宅 できない

場合もあります。支援が続くと、疲

労が蓄積し、宿泊スペースを持たな

い施設では、別途 宿泊場所が必要

です。 

２ 在宅支援の現状 入所施設を利用

していない知的・発達障害者は、家

族または通所や居宅支援事業所の職

員 などが、予防や治療について本

人の支援を行う必要がありますが、

その人数は施設支援に比べ て非常

に限られ、役割を分担して本人の世

話をしたり、外出につきそったりす

る必要があります。 このような中

で、以下のようなニーズがあるとの

声が、知的・発達障害者の家族や事

業所職員か ら寄せられています。 

・本人の支援を行う家族または事業

所職員が感染した場合の不安 基本

的には隔離または３密を避ける形

での対応が必要になりますが、知

的・発達障害者で飛 び出しや自傷

など本人の生命に危険を及ぼすよう

な行動を衝動的にとるような場合が

有り、本人 の特性をよく知る支援

者の確保が新たに必要になっていま

す。 

・３密の原則が必ずしも優先できな

い場合の無理解 上記のような危険

な行動から本人の安全を守るために

は、本人の傍で支援を行う必要が多

く なりますが、このような特性を

知らない人からは冷たい目で見られ

ることや、パッシングを受ける こ
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とが生じています。

・本人が報道や SNS の情報を誤って

受け取ることへの対応 厚生労働省

はじめ政府機関や報道機関は、現在

様々な情報を迅速に発信されていま

すが、知的・発達障害者障害特性か

ら断片的に情報を受け取り、親から

距離をとるために離れて家出を し

たり、１０万円の給付をだまし取ら

れたりする等のトラブルが生じてい

ます。 

３ 要望

 （１）施設入所、在宅の知的・発達

障害者の感染予防や治療のために不

足している物資やマンパ ワー（一

部は４月１７日の要望書に記載）に

ついて、都道府県等が把握かつ必要

な対策を行 うように指示または連

絡をしてください。不足する支援職

員の就業可否判断のための定期的 

予防検査の実施（特に入所施設）を

優先的に行ってください。 

（２）知的・発達障害者の特性をふ

まえた情報発信を、厚生労働はじめ

政府関係機関から（私ども 当事者

団体、支援者団体も協力しますので）

迅速に行ってください。

以下の依頼が来ています。協力して

あげようと思われる方は、奈良県自

閉症協会事務局か、直接、下記にあ

る研究者の電話先か E-mail アドレ

スに連絡して下さい。（河村）

2020 年 6 月吉日　　

奈良県自閉症協会　様　　

研究ご協力のお願い（依頼）

　私は長崎大学大学院医歯薬学総合

研究科保健学専攻に在籍しておりま

す，米田直人と申します。感覚の問

題により生活上での困難を抱えてい

る自閉スペクトラム症（以下 ASD）

者の中には，自らの感覚の問題特性

に気付き，適切な対応を考案してい

る方がいらっしゃいます。ASD 当事

者が考えた感覚の問題に対する対処

法は，実体験に基づいて生活の中か

ら編み出されたものであるため，専

門家の視点では気づきにくい困難に

対しても有用である場合がありま

す．そのため私は，本研究により　

ASD 者が生活上で感覚の問題によっ

て困っている点と，その点への対処

法について明らかにしたいと考えて

おります。

　そのためこの度は貴会の会員様に

研究へのご協力を依頼させていただ

きたく存じます。本研究の趣旨をご

理解いただき，研究協力をご承諾い

ただける場合は，同封の会員様宛の

研究協力依頼文書と調査票（自閉ス

ペクトラム症者の感覚の問題による

困難とそれらへの対処法についての

1 次調査），返送用封筒を当方から

お送りします。貴会の会合などの折

にご配布いただければ幸いです。

　研究の詳細は以下の通りです．

1．　研究の目的，方法及び期間

　＜目的＞

① ASD 者が感覚の問題によって生活

でどのように困っているのかを明ら

かにすること

②　その困難に対してどのように対

処しているかを調査すること

以上の 2点です．

　＜方法＞

・1 次調査：調査票（自閉スペクト

ラム症者の感覚の問題による困難と

それらへの対処法についての 1次調

査）に感覚の問題によって困ってい

ることと，困っていることに対して

どのように対処しているのかを記入

して頂きます。

・2 次調査：その後，さらに協力

して頂ける方には，自閉症傾向

を評価する対人応答尺度第 2 版

（SociaI Responsiveness Sca］e 

Second edition：SRS2），感覚処理

特性を評価する感覚プロファイル

（SensoryProfiJe：SP）を後日送付

することとしております。

記入には合計 25 分ほどかかります。

　＜対象者＞

　自閉スペクトラム症（自閉症，広

汎性発達障害，アスペルガー症候群

などを含む）の診断を受けている成

人の当事者の方，もしくは自閉スペ

クトラム症の診断をお持ちの方（成

人されていない方を含む）のご家族

の方が対象です。

＜期間＞

・配布～ 2023 年 3 月 31 日まで

2・自由意思による同意と同意撤回

の自由

　本研究への協力は自由意思による

ものです．協力しなくてもー切の不

利益はございません。

・1 次調査：同封した調査票への記

載．送付をしていただくことで同意

とみなします．この場合，無記名で

調査票を送付していただくことにな

りますので，分析終了後のデータに

ついては撤回の意向に沿うことが困

難である場合がございます．あらか

じめご了承願います。

案　内
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・2 次調査：1 次調査の調査票返送

時に、1 次調査の調査票の 2p にあ

ります，連絡先を記載していただく

ことで 2次調査への研究協力同意と

判断させていただきます。同意して

頂いた方には，後日検査を配布いた

します．研究協力に同意した後でも，

研究協力をやめたくなった場合，届

いた検査（SRS2，SP）を送付しない

ことも可能です。また，研究協力に

同意した後であっても，研究者に電

話して頂くことで撤回が可能です。

撤回を求めてもー切不利益はありま

せん。

3．　予測される危険性

暮 1次調査：自由記述型の調査票に

よる回答を求めるものであるため，

不安・不快を引き起こすリスクは小

さいと考えております。また，無記

名での返送となるため個人情報漏洩

に関するリスクはありません。

・2 次調査：当事者またはその保護

者の方を対象にする前提で作られた

検査を用いるため，調査内容による

不快・不安のリスクはこちらも小さ

いと考えます。個人情報については，

1 次調査のデータと連動させる必要

があるため，1 次調査において調査

票に氏名・住所を記載して頂きます．

加えて，2 次調査の結果を知りたい

方には E-mail アドレスの記載を求

めます。個人情報については以下の

ように扱います。

4．個人情報の保護

・1 次調査：1 次調査のみへの協力

の場合は無記名での回答となります

ので，個人を特定しない形でデータ

を扱います。

・2 次調査：2 次調査に参加される

方は，個人情報の記載が必要となり

ます．個人識別情報を含む情報につ

いては，コンピューターに入力する

際，対応表のファイルを作製して匿

名化し，個人識別が可能なこの対応

表ファイルは情報管理者が NUDrive

に保存します。また，紙媒体のデー

タに関しては，鍵のついたキャビ

ネットで厳重に管理します・2 次調

査の返送時については，対応表の

ID で質問紙を管理するため，個人

情報の記載は不要です．結果の返送

については，1 次調査での調査票に

書かれた E-mail アドレスに，結果

をまとめたパスワード付きのファイ

ルを送付いたします．その後，ファ

イルのパスワードが記載されたメー

ルを追って送付いたします。1 次調

査，2 次調査共に，データは研究の

発表もしくは論文投稿後 5年間保管

したのち，個人情報の判読，復元が

不可能な方法ですべて破棄します。

5．　研究成果の公表

　結果は研究者が所属する学会や論

文発表，協会誌等への掲載をもって

公表いたします。その際，個人情報

が特定されることがないよう配慮い

たします。また，2次調査に

おいては，検査の結果を知りたい方

には E-mail でお伝えいたします。

6．　費用負担に関する事項

1 次調査・2 次調査ともに回収に際

する郵送費用については，調査協力

者には同封の返信用封筒で投函して

いただくため，費用負担はございま

せん。　　　以上

研究実施者名：米田　直人、野田　

遥

研究責任者名：岩永　竜一郎

郵便番号：〒 852-8520　　住所：

長崎県長崎市坂本 1丁目 7番 1号

所属機関：長崎大学大学院医歯薬学

総合研究科　保健学専攻

電話番号：095 － 819 － 7993

E-mail：iwanagar@nagasaki-u.

ac.jp
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障 福 第 １ ２ ３ 号 

令和２年６月１８日 

 

 各障害児入所施設 

  各障害者入所施設  各位 

  各障害者関係団体 

 

奈良県福祉医療部障害福祉課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

プロ野球年間シーズンシートチケットの配布について（案内） 

 

 

 県では、スポーツを「観る」機会を創出することで、スポーツへの関心を高めるととも

に、スポーツを始めるきっかけとなるよう「プロスポーツの観戦の機会づくり」に取り組

んでいます。昨年に引き続き、今年も障害のある方や子ども達にプロ野球を観戦していた

だけるよう、「京セラドーム大阪」及び「ほっともっとフィールド神戸」共通のプロ野球

年間シーズンシートチケットを配布いたします。 

つきましては、標記チケットを希望される場合は、別添の「プロ野球観戦チケット利用

の手引き」をご確認のうえ、別紙１「利用申込書」により、６月３０日（火）までに県障

害福祉課社会参加促進係へお申込みいただきますようお願いします。 

 シーズン開幕から当面は無観客での開催となり、引換開始日（有観客試合開始日）が未

定のため、特別措置として 2020 アドバンスチケットは 2021 年オリックス・バッファロー

ズ主催公式試合においても利用可能となっております。 

なお、チケットの枚数には限りがありますので、希望枚数の上限は、10 枚まででお願いし

ます。ただし、申込多数の場合には、ご希望に添えないこともありますので、予めご了承

ください。 

 

 

 

 

 奈良県福祉医療部障害福祉課 
 社会参加促進係 小北 
TEL：0742-27-8922 
FAX：0742-22-1814 
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